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　博物館には毎年のように新しい資料が収蔵されます。その中には、市民の皆さんよりご寄贈いただいた資料も数
多く含まれています。本展示では、昨年度に新たに博物館に加わった地質・天文分野の資料を紹介します。

＜展示予定資料＞
地質：釧路炭鉱産石炭、足尾銅山産輝銅鉱、豊羽鉱山産鉄鉱石、その他岩石・鉱物など（塚田健氏寄贈）、
　　   山梨県大月市初狩産 湯河原沸石（天野俊一氏寄贈）ほか
天文：地球の公転についての学習教材（杉沢典孝氏寄贈）、太陽黒点スケッチほか

　博物館では資料を虫やカビの害から守るために、毎年定期的に「燻蒸」という作業を行なっています。これにと
もない、6 月５日( 月 ) から1６日( 金 ) までの期間を休館とさせていただきます。ご不便をおかけしますが、ご理
解とご協力をお願いします。

　5月7日まで開催している特別展「女の子と男
の子のお雛さま～桃と端午の節句人形～」で、「か
わいい」「すばらしい」と大評判なのが、市内の堤
ご夫妻から寄贈された500 組1263体もの豆雛コ
レクション。小さなものが大好きという堤さんは、
食玩も精力的に収集され、当館へ寄贈されました。
　食玩とは、食品玩具の略語。大正11年（1922）
にグリコがおまけとしてキャラメルに玩具を付けて
販売したのが、玩具菓子の始まりです。仮面ライダー
スナックやプロ野球スナックのカード集めに子ども
たちが夢中になった時代もありました。
　このたびの情報コーナーでは、堤夫妻が収集さ
れた現代の食玩コレクションの数々を一挙にご紹
介します。本物そっくりに精巧に作られた食品や
食器のミニチュアなど、きっと小さなお子様も目を
輝かせるおもちゃがいっぱいです。お楽しみに。

　お菓子のミニチュアセット
　と実物の「あんずボー」  
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